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1.本書のねらいと構成
本書は、「生涯学習の方法についての最新の
理論的なパースペクテイプを得るための切り口
を提供しようとするもの」として執筆されてい
る。その根底には、「生涯学習は、教育界の中
だけで営まれているのではない」ということが
「日本の生涯学習研究ではまだ十分には理解さ
れていない」という編者の現状認識がある。そ
して、今後の日本の生涯学習研究は、「社会教
育の枠にとどまることなく、人々が複数集まっ
て学ぶすべての場所に、研究の場を拡大してい
く必要」があるという意識から、「より広さと
深さをもった生涯学習理論を構築して」いくた
めに、さまざまな視座を提示しようというもの
が、本書である。
本書は9章構成になっており、そのうち3章
分は編者自身による執筆であるが、ほかの6章
は1章ずつ6人の研究者が担当している。アプ
ローチの仕方も教育学的、心理学的、社会学的
と多様で、本書全体をとおしてみると、その内
容は学際的であり、このような構成からも、本
書がさまざまな視座を提供しようと意識したも
のであることがわかる。
本書の構成は、以下のとおりである。
構成
はじめに
1.成人教育学ー M・ ノールズの理論をめ
ぐって （赤尾勝己）
2.フェミニズム教育学 （入江直子）
3.意識化理論ーP・ フレイレの成人識字教
南澤由香里
（関西大学大学院文学研究科 ） 
教育学専攻博士課程前期課程
育をめぐって （赤尾勝己）
4.変容的学習ーJ・メジローの理論をめ
ぐって （常盤—布施美穂）
5.生涯発達一物語としての発達という視点
（赤尾勝己）
6.経験学習ーD・A・コルプの理論をめ
ぐって （山川肖美）
7.状況に埋め込まれた学習 （田中俊也）
8. 活動理論・拡張的学習•発達的ワークリ
サーチ （山住勝広）
9.知識を創る学習一知識と学習のマネージ
メント （立田慶裕）
あとがき
私のすすめる10冊の本
2.内容の概要
本書は大きく 2部に分けられており、第1章
から第4章までの前半は「生涯学習を支援する
側からの理論」、第 5章から第9章の後半は
「生涯学習を自ら実践する側での理論」として
位置づけられている。以下に、各章の概要を示
したい。
第1章では、「成人教育学」 (andragogy)に
ついて、その代表的な論者であるM・ ノールズ
の理論の内容と、それに対する諸批判を、「成
人教育者」「成人学習者」「成人教育プログラム
計画理論」という 3点からみることにより、
ノールズの理論に内在する＜子ども／おとな〉
という二分法やく発達課題〉を前提とした
「ニーズ至上主義」「技術合理性」の問題を指摘
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している。そして、「よりダイナミックな」「ポ
スト・ノールズ版の成人教育学」を構築するこ
とが必要であるとする。
第2章は、「フェミニズム教育学」について、
その源流である「『解放』モデル」と「『ジェン
ダー』モデル」をフォローした上で、フェミニ
ズム教育学の展開と、フェミニズム教育学が成
人の学習に与える意義を、ティスデイルに依拠
しつつ述べている。それらを概観した上で、日
本の成人の学習の議論に展望を与えるものとし
て、複合的な抑圧構造の認識、学習環境におけ
る力関係ー教師と学生の間の不平等な力関係一
を自覚していく必要性、そしてそれによって学
習者が力関係を認識し変革する力を獲得してい
く展望、個人の〈変容〉と社会の〈変容〉をつ
なぐプロセスの議論などを挙げ、フェミニズム
教育学がもつ可能性を示している。
第3章は、 P・フレイレの「意識化理論」に
ついてである。「課題提起教育」としての識字
教育の中で「意識化」していくという「意識化
理論」の説明のあと、それに対する批判が紹介
されているが、それは、抑圧ー被抑圧関係の複
雑性・多重性、また、教える人ー教えられる人
の間における権力関係の考察が不十分であると
いうことである。それらの批判を踏まえた上で、
フレイレの意識化理論を「文字を知ることが社
会の不平等な構造、さらには世界システムの構
造とも関わっていることを意識化させている点
が意義深い」と評価し、それをメデイア・リテ
ラシー教育の中に投影させていくことの必要性
を指摘している。また、フレイレの理論は、教
師の専門職性，ファシリテーターの問題に通じ
ていることも指摘している。
第4章は、 J・メジローの「変容的学習」理
論の紹介である。メジローは、「『学習』を意味
や解釈を生成する活動」とみなし、「人間が行
動する際、絶えず行っている行為を指してい
る」という。「成人期の最も重要な学習はパー
スペクテイプ変容、すなわち、思考や行為の仕
方を束縛している狭い解釈・認識の枠組み（意
味パースペクテイプ）を問い直し、変えていく
ことである」とするが、それは生き方やライフ
スタイルなどの〈目に見える〉変化のみをいっ
ているわけではなく、「変容的学習経験が『既
存の行為パターンの、熟考の上での再肯定』に
帰結すること」もありうるのだとする。つまり、
「思考の内容や結果ではなく、思考方法や意思
決定プロセスの質の向上の問題」なのである。
筆者は、この理論に対し、変容的学習というの
はさまざまな立場から利用されうることを指摘
している。
第5章では、生涯発達に関する内容を扱って
いる。近年生涯発達心理学では、人生を年齢に
よって数段階に分け、各段階に「発達課題」を
設定するという、平均的な人間に焦点を置いた
ライフサイクル研究から、一個人の中に多様な
発達の層を見ていこうとするライフコース研究
へとシフトしつつある。ライフコース研究では、
「意味を創る過程としての発達」というとらえ
方から、成人の学習と発達において「意味を作
ること」を重視する。そして、「意味を作り」
「経験の再構成」の有効な方法として「物語ア
プローチ」を挙げている。また、「人間の発達
は、歴史的・地域的・文化的な影響を圧倒的に
受ける」こと、個々人のライフコース研究は、
アイデンテイティとも深くつながることを指摘
している。これらを踏まえ、「変容」とは常に
より高次の望ましい状態に変わるわけではなく、
それは単に変化を意味するものであるといって
いる。
第6章は、経験学習にとって重要なのはプロ
セスであるという、 D・A・コルブの経験学習
論についてである。経験学習モデルは「経験学
習サイクルモデル」と「経験学習プロセスモデ
ル」と「人間の成長と発達に関するモデル」で
示され、それは「理解」「変容」「発達」という
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3次元に沿って継続的に発展していく。そして、
このモデルの基礎理論として学習サイクル論、
学習スタイル論、生涯発達に関する学習論の3
つの理論があることを説明している。その上で、
コルプのモデルは理念モデルであるため、それ
を実践に活用するために注意すべき点を指摘し
ている。また、「学習スタイル目録」について
もふれ、その適用範囲の広さや学習支援の具体
的手法として評価をしつつ、それ自体の信頼
性・妥当性を疑う必要があることを指摘し、日
本においてそれを導入することには慎重である
べきであると述べている。
第7章は、状況に埋め込まれた学習の紹介で
ある。旧来の学習観の特徴とその欠点を踏まえ
た上で、状況的学習論が出てきた理論的・思想
的背景、 situatedの意味や、参加と学習の不可
分性を説明した後、 J・レイヴと E・ウェン
ガーの正統的周辺参加を取上げている。正統的
周辺参加にとって、学ぶということは自分が正
当性を認めた文化、社会に「参加」することで
あり、周辺的参加のありさまを詳細に検討する
ことが正統的周辺参加的な学習理論につながる
とする。
第8章は、 Y・エンゲストロームの活動理
論·拡張的学習•発達的ワークリサーチについ
ての章であり、活動理論の観点から生涯学習に
対する新しいコンセプトを提起している。活動
システムや活動理論の原理を紹介し、次に現在
の実践活動の文化・歴史的文脈を拡張し、これ
までに存在しなかったような協働的実践活動の
新しいパターンを構築する「拡張的学習」を説
明し、それは「新しい知識のみならず、新しい
活動、新しい実践を作り出していく学びにほか
ならない」とする。そして、理論と実践の結合
をめざし、社会制度やテクノロジーを実践者自
らが協働でデザインしていく「学ぴと発達への
挑戦」として「発達的ワークリサーチ」を取上
げ、それは新しい生涯学習の研究であり実践で
あるとしている。
第9章は、「知識マネージメント」に関する
章である。まず、グローバリゼーションによる
国際経済社会や高度情報化社会という、知識基
盤社会である現在の社会状況を背景に、「新た
な知識を能動的に生み出す学習」が求められる
社会であることを示し、そのような中で必要と
され出てきた、企業や行政、地域、学校などの
組織がその知的資産を開発し、新たな価値を創
造していくプロセスを意味する「ナレッジ・マ
ネージメント」を紹介している。次に、「学習
する組織」論を取上げ、知識創造プロセスと従
来の学習方法論の枠組みの中で捉えている。そ
して、今後学習システムを構築するための重要
な課題としてOECDで提示された、ナレッ
ジ・マネージメントの認識の育成やナレッジコ
ミュニティの形成と活用、いっそう効果的な教
育と学習システムをどう社会が創り出していく
か等を挙げ、「生涯学習のナレッジ・マネージ
メント」に積極的な評価をしている。
3.評者の所感
以上概観したように、本書は生涯学習と関係
する代表的な理論が、各章一つの理論を中心に
まとめられている。各章とも、中心としている
理論についてその概要や思想的系譜等が述べら
れているのに加え、その理論をめぐる最近の動
向についてのフォローもあることから、生涯学
習に関するアップデートな概説書的性格の一冊
であるといえる。
本書全体を鳥廠すると、各章に共通している
本書の全体的な方向性としては、学習や教育と
いう営みを、行動主義的に、可視的に捉えるの
みではなく、認識論として捉えていこうとして
いるといえる。具体的に各論全部を指摘する紙
幅はないが、例えばメジローの変容的学習、生
涯発達心理学のライフコース研究は、認識の変
容を問題にしている。また、分析の中に歴史・
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文化的文脈や社会状況を視野に入れて取り込ん
でいくべきだという認識も、全体をとおして共
通の方向性であるといえる。これは例えば、状
況に埋め込まれた学習や拡張的学習は言うまで
もないし、個人の認識の変容にフォーカスする
ライフコース研究においてさえも、「文化的・
歴史的な埋め込み」があることを無視できない
としていることからもいえる。
次に、本書の各論の内容にもう少し踏み込み、
気づいたこと、気になったことを挙げていきた
ぃ。まず、レイヴとウェンガーの正統的周辺参
加論は、学校教育の文脈でも生涯学習の文脈に
おいても重要な理論である。しかし、ここで問
題にしたいのは、彼らの「コミュニティ」や
「参加」の捉え方が、静的であるということで
ある。コミュニティの性質は、コミュニティの
成員間の関係性の変化や社会の変化とともに、
つまり、時間とともに変容していくものである。
加えて、参加するということは、それまでの組
織に新たなもの（異質なもの）が加わるわけだ
から、変容する可能性は大きい。しかし、正統
的周辺参加では、静的なコミュニティにはまり
込むイメージをぬぐえない。
また、「コミュニティが正統であるかどうか」
を判断するとき、そこには社会のさまざまな利
害関係、つまり権力関係が存在するが、それに
ついて言及されていない。フェミニズム教育学
や意識化理論では特に、階級、ジェンダー、人
種という複雑で複合的な権力関係にも立ち向か
うべきだという姿勢を打ち出しているのに対し、
正統的周辺参加論、変容学習理論、ナレッジ・
マネージメント理論は、権力関係についての視
点が弱く、「抑圧からの解放」という姿勢が見
えないといわざるを得ない。特に、ナレッジ・
マネージメントは、マネージメントする側が管..... 
理できる範囲という限定された学習である。こ
れは、「抑圧からの解放」を志向する生涯学習
の理念と、ともすれば反対の状況を引き起こし
かねない。これは、ナレッジ・マネージメント
すべてを否定するわけではない。学校以外の場
一特に労働の場ーも生涯学習の一つと見る視座
を与えてくれるという意味では評価すべきであ
る。それは認めた上で、それが持っている限界
性、危険性は指摘しておかねばならないだろう。
最後に、本書全体に関しての課題と思われる
ものを挙げておきたい。この項のはじめに本書
全体の方向性を指摘したが、それ以外は、各章
各論によって主張や立場が異なる。例えば、メ
ジローは反省と活動を一元的連続として捉えて
いるが、コルプは（弁証法的対立とはいえ）ニ
項対立的発想である。これらを「生涯学習理
論」として一つの理論で括ることはできるのだ
ろうか。冒頭でも述べたように、本書は、より
包括的な生涯学習理論を構築していくために、
「これまで以上に人々の学習の内実について、
実証研究を積み重ねることの契機」として、本
書の理論を「乗り越えて」いくことを展望して、
編集されたものである。したがって、「生涯学
習理論」という一つの大きな理論枠組みを創る
ことが可能なのか、それとも、むしろ多様な理
論の集まりとして「生涯学習研究」「生涯教育
学」とした方が妥当なのか、そこまでを含め、
今後生涯学習に関する理論研究を、実践ととも
に深めていく必要があるだろう。
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